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1 ．は じめ に

　近 年 、日本 に お い て は 国 土 地 理 院 が 運 用 し て い る GPS

連続観測 シ ス テ ム （GEONET＞を利用す る こ とに よ り、局 地

的 に 発 生 す る豪 雨 に大 き な 影 響 を与 え る水 蒸 気 を n ∫降 水

量 と し て 把 握 す る こ とが で き る。こ の データは、小 司 ・國
井 （2008）な どで 報 告 され て い る とお り、数 値 予 報 モ デ ル

で 利用す る こ とに よ り予 測精度の 向上 に 寄与 して い る。し

か し、実 況 監 視 ツ
ー

ル と し て の 有効 性 は 、新村 ほ か （20GO）

及 び 神 田 ほ か （2000）の 研 究 な ど が あ る もの の これ まで 十

分 に は確 認 され て い な い 。本 調 査 で は、実 況 監 視 ツ ール の

開発 を行 うた めの 基 礎 資料 を 目的 と し、GpS 可 降水 量 と他

の デー
タ を 組 み 合 わ せ た イ ン デ ッ ク ス を 作成 し、そ の 有効

性 に 関す る調 査 を行 っ た。
　 本 調 査 で 用 い た GPS 可降 水 量 は、　 GEONET の 観 測 データ

を用 い て 、リア ル タイ ム で 解析 を行っ た 結果で あ る。な お、
リ ア ル タ イ ム 解析 に 関す る 詳 細は 、小 司 ・國井 （2008 ＞を

参照 0）こ と。

2 ．可降水量 フ ラ ッ クス の 収束

　局所的 な不 安定 降水 現象 は、地 上 付近 の 風 の 収束及び 下

層水 蒸 気 量 の 増 加 が 時 間 的 に 先行 す る こ と と密接 に 関係

して い る。した が っ て、こ の よ うな降 水 現 象 の 前 兆 現 象 を

捉 え る た め に は、局所 的 な水 蒸 気 の 分 布 だ け で な く、水 蒸

気 の 移 動 を考 慮 し、今 後 水 蒸 気 が どの 地 点 に 多 く集 ま る か

を把 握 す る こ とが重 要 で あ るc水 蒸気 が 多 く集 ま る場 所 で

は 現在 よ り も降雨 の 可 能性が 高ま る こ とが 予想 され る た

め 、  式 に よ りア メ ダ ス に よ る地 上 風 ベ ク トル と GPS 可 降

水 量 を掛 け、水蒸気 の 収 束域 を把 握す る イ ン デ ッ ク ス （可

降水 量 フ ラ ッ ク ス 1 を作 成 した。

4 ．SS【

　 本 調 査 で 作 成 した SSI は、500hPa 気 温 と 850hPa の 空 気

塊 を 500hPa ま で 持 ち 上 げ た とき の 気温 の 差 を計算 して い

る。850hPa 及 び 500hPa の 気 温 デ ー
タ は 毎 時大 気 解析の デ

ー
タ を 、850hPa の 湿 度デー

タ に は 気柱相対 湿 度 の デー
タ

を用 い た。こ の SSI の 精 度を検 証す る た め 、2008 年 7 月

に お ける ゾ ン デデータ か ら求め た SSI と本ツ
ー

ル の SSI
の 散 布 図 （図 2）を作 成 した。こ の 結 果 、本 調 査 の SSI は、
気柱相対湿 度の 検証 で 見 られ た低 湿 バ イ ア ス の 影響 に よ

り、安 定 側 に バ イ ア ス が あ る が 、有 効 な デ ータ で あ る こ と

が 分 か る 。
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ゾンデ中層 平均湿度

可降 水 量 FLUX ＝div ［uxPWV 、　 v × PWV ］　　　  

　　　 （単 位 ： 皿 ／s × kg／m2 × 1／m ≡（kg／m2 ）／　s ＞

3 ，気柱相対 湿度

　気 柱 相対 湿 度 は 、  式 に 示 す とお り 気柱全 体が飽 和 し て

い る こ と を 仮 定 し た 飽 和 可 降水 量 に 対 す る GPS
一
丁降水 量

の 割合 と し て 定義 す る もの で あ る。こ の イ ン デ ッ ク ス は、
新村 ほ か （2000 ）で 定 義 され た 「相 対 可 降水 量 1 と同 じ もの

で あ り、こ の 値 が 60％ を超 え る と降水 の 可 能性 が 高ま る

： と が 示 唆 され て い る、本 調査 で は 、飽 和 可 降水 量 の 算 出

に 毎時 大気 解 析 の 気 温 ブ ロ フ ァ イ ル データ を使 用 した。

気 柱相 対湿 度 ‘ GPS 可 降水量 ／ 飽 和 可 降水量  

　気柱相対湿 度の 鉛直代表性を 把握す るた め、2008 年 7

月 に お い て 、ラ ジオ ゾン デ観測デー
タ を 用 い て 下 層 （地 上

か ら 700hPa）、中 層 〔700 か ら 50ehPa）、上 層 （500 か ら

30ehPa）の 平均 湿 度 を求 め 、気 柱 相対 湿 度 と 比 較 した 。散

布図 を 図 1 に示 す。こ の 結果、気 柱相 対湿 度 は 下層 の 状 況

を 反 映 したデ ータ で あ る こ とが分 か る。た だ し、低湿 側 へ

の バ イ ア ス が顕 著 で あ り、使 用 に つ い て は 注意 が 必 要で あ

る。

　 　 　 ゾン デ上 層平均溜度　　　　　　 、
図 1 ．気 柱 相 対 湿 度 と ゾ ン デ観 測 データか ら求 め た 平 均 湿

　　 度の 散布図 （2008 年 7 月 ）
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図 2．本 調 査 の SSI と ゾ ン デ データか ら求 め た SSI の 散布

　　 図 （2008年 7 月 ）
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